
 

 

長
なが

門
と

小
しょう

学
がっ

校
こう

      学習スタンダード    

 

１．休
やす

み時
じ

間
かん

に学
がく

習
しゅう

の用
よう

意
い

をします。 

 

２．音
おん

楽
がく

の合
あい

図
ず

で遊
あそ

びをやめ、チャイムがなる前
まえ

に  

席
せき

につきます。 

 

３．学
がく

習
しゅう

の始
はじ

めと終
お

わりには、姿
し

勢
せい

を正
ただ

して 

あいさつをします。 

日
に っ

直
ちょく

：「気
き

をつけ、これから●時
じ

間
か ん

目
め

の学
が く

習
しゅう

を始
は じ

めます。」  

全
ぜ ん

員
い ん

：「はい。」  

日
に っ

直
ちょく

：「お願
ねが

いします。」  全
ぜん

員
いん

：「お願
ねが

いします。」  

 

４．名
な

前
まえ

を呼
よ

ばれたら「はい」と返
へん

事
じ

をします。  

また、授
じゅ

業
ぎょう

にふさわしい言
こと

葉
ば

をつかいます。 

 

５． 話
はなし

を聞
き

くときの約
やく

束
そく

を守
まも

ります。 

（１）話
はな

す人
ひと

の目
め

を見
み

ます。 

（２）うなずきながら聞
き

きます。 

（３）最
さい

後
ご

まで聞
き

きます。 

 

６．発
はっ

表
ぴょう

するときは声
こえ

の大
おお

きさに気
き

を付
つ

け、       

  「～です。」「～ます。」を付
つ

けて最
さい

後
ご

まで話
はな

します。 

 

７．正
ただ

しい鉛
えん

筆
ぴつ

の持
も

ち、下
した

敷
じ

きを使
つか

っ
っ

て濃
こ

くていねいな字
じ

 

をかきます。 

 


